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各常任委員会に付託された議案の審査、特別委員会の報告を掲載します。

当
特
別
委
員
会
で
は
、
閉
会

日
に
１
年
半
に
わ
た
る
活
動
の

最
終
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
全

文
は
長
文
で
す
の
で
、
ま
と
め

の
部
分
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

…
原
子
力
発
電
所
に
隣
接
す
る

自
治
体
と
し
て
今
後
も
引
き
続

い
て
「
脱
原
発
」
が
一
刻
も
早

く
実
現
す
る
よ
う
、
声
を
大
に

し
て
電
力
事
業
者
・
国
等
に
働

き
か
け
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の

実
現
を
加
速
す
る
た
め
、
あ
ら

ゆ
る
情
報
媒
体
を
使
っ
て
市
民

の
環
境
保
全
お
よ
び
節
電
・
省

エ
ネ
・
省
資
源
意
識
を
喚
起
す

る
と
と
も
に
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
主
体
と
し
た
原
子
力

代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
割
合
を
高

め
る
た
め
の
事
業
を
産
学
官
民

お
よ
び
市
民
活
動
団
体
と
の
協

働
に
よ
り
部
局
横
断
で
積
極
的

に
推
進
さ
れ
ん
こ
と
を
申
し
添

え
、
原
子
力
等
防
災
・
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
調
査
特
別
委
員
会
の
最

終
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

※
な
お
、
委
員
長
報
告
（
全
文
）
は

長
浜
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

動
画
で
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

当
委
員
会
に
付
託
を
受
け
ま
し
た
議
案

は
「
平
成
25
年
度
長
浜
市
一
般
会
計
補
正

予
算
」
等
９
件
で
あ
り
、
慎
重
審
議
の
結

果
、
い
ず
れ
も
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。

▼
補
正
予
算
は
常
喜
駐
在
所
改
築
関
連
工

事
、
高
月
支
所
整
備
費
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
の
ほ
か
、
学
校
の
音
楽
備
品
整

備
や
高
月
体
育
館
耐
震
改
修
工
事
、
旧
東

保
育
園
園
舎
改
修
事
業
等
の
予
算
を
審
議

し
、
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

▼
契
約
案
件
は
学
校
冷
暖
房
設
備
工
事
２

件
、
仮
称
・
湖
北
幼
稚
園
の
建
設
工
事
で

す
。

▼
条
例
改
正
は
、
職
員
給
与
の
特
例
に
関

す
る
条
例
制
定
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が

新
し
く
開
業
す
る
こ
と
に
伴
う
一
部
改

正
、
証
人
等
実
費
弁
償
の
一
部
改
正
、
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
措
置
に

対
応
す
る
派
遣
手
当
の
一
部
改
正
、
暴
力

団
排
除
条
例
の
一
部
改
正
で
す
。

▼
そ
の
他
、
議
案
以
外
の
協
議
事
項
と
し

て
、
債
権
管
理
の
取
組
、
学
校
に
お
け
る

モ
バ
イ
ル
サ
イ
ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
関
す

る
指
導
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
議
論
を
交

わ
し
ま
し
た
。

▼
ま
た
当
委
員
会
と
し
て
議
案
に
対
す
る

附
帯
決
議
３
件
を
提
案
し
、
議
決
さ
れ
ま

し
た
。
案
件
は
旧
東
保
育
園
園
舎
改
修
、

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
、
学
校
冷
暖
房

設
備
の
入
札
に
つ
い
て
で
す
。

教
育
施
設
充
実
の
た
め

の
予
算
等
を
審
査

総
務
教
育
常
任
委
員
会

当
委
員
会
に
付
託
を
受
け
ま
し
た
議

案
は
専
決
処
分
事
項
の
承
認
と
「
平
成

25
年
度
長
浜
市
一
般
会
計
補
正
予
算
」

等
３
件
で
あ
り
、
慎
重
審
議
の
結
果
、

い
ず
れ
も
承
認
お
よ
び
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
し
ま
し
た
。

▼
条
例
関
係
（
専
決
処
分
）
に
つ
い
て

は
、
地
方
税
法
等
が
一
部
改
正
さ
れ
、

平
成
25
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た
こ

と
に
伴
う
市
税
条
例
の
一
部
改
正
で
、

全
員
一
致
で
承
認
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。

▼
補
正
予
算
は
、
認
知
症
対
応
型
共
同

生
活
介
護
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
開
設
補
助

と
し
て
地
域
介
護
・
福
祉
空
間
整
備
事

業
費
、
重
度
心
身
し
ょ
う
が
い
者
の
介

護
充
実
の
た
め
の
入
所
特
別
加
算
給
付

事
業
費
に
係
る
県
補
助
金
の
補
正
で

す
。
ま
た
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
計
画
策
定
の
た
め
の
債
務
負
担
行
為

が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

▼
請
願
「
年
金
２．

５
％
の
削
減
中
止

を
求
め
る
請
願
」
は
、
賛
成
多
数
で
趣

旨
了
承
と
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し

た
。

▼
そ
の
他
、
委
員
会
へ
の
協
議
・
報
告

事
項
と
し
て
、
市
立
長
浜
病
院
の
長
期

入
院
患
者
の
対
応
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

福
祉
・
介
護
事
業
の

整
備
充
実
を
審
査

健
康
福
祉
常
任
委
員
会

当
委
員
会
に
付
託
を
受
け
ま
し
た
議

案
は
、
平
成
25
年
度
長
浜
市
一
般
会
計

補
正
予
算
及
び
琵
琶
湖
流
域
下
水
道
協

議
会
の
設
置
に
つ
い
て
の
２
議
案
で
あ

り
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

▼
補
正
予
算
の
主
な
も
の
は
、
黒
壁
ス

ク
エ
ア
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
に
係
る

補
助
金
及
び
市
出
資
金
の
補
正
等
で

す
。
ま
た
、
今
回
の
補
正
予
算
の
審
査

に
あ
た
り
、
㈱
黒
壁
代
表
取
締
役
社
長

の
弓
削
一
幸
氏
に
委
員
会
に
出
席
い
た

だ
き
、
社
長
就
任
に
あ
た
っ
て
の
決
意

と
黒
壁
再
生
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ

い
て
意
見
を
聞
き
ま
し
た
。

▼
琵
琶
湖
流
域
下
水
道
協
議
会
の
設
置

に
つ
い
て
は
、（
財
）
滋
賀
県
下
水
道

公
社
理
事
会
が
平
成
24
年
度
末
で
解
散

し
た
こ
と
か
ら
、
滋
賀
県
及
び
関
係
市

町
が
共
同

し
て
琵
琶

湖
流
域
下

水
道
協
議

会
を
設
置

す
る
も
の

で
す
。

黒
壁
の
再
生
事
業
を

支
援
事
業
を
審
査

産
業
建
設
常
任
委
員
会

各常任委員会・特別委員会の報告各常任委員会・特別委員会の報告
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今定例会では16人の議員が個人一般質問に立ち市政を質しました。主な質問と答弁の内容を
発言順に掲載しています。

本
市
に
お
け
る
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患

を
有
す
る
子
ど
も
の
実
態
に
つ
い
て
問
う
。

園
児
が
124
人
、
小
学
生
131
人
、
中
学

生
91
人
で
あ
り
、
全
体
の
2.5
％
と
な
っ
て

い
る
。
生
命
の
危
機
に
も
つ
な
が
る
ア
ナ

フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
の
症
状
を
持
つ

子
ど
も
は
８
人
と
な
っ
て
い
る
。

子
ど
も
や
保
護
者
へ
の
個
別
対
応
、

指
導
・
相
談
や
学
校

で
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
問
う
。

入
学
前
に
学
校

生
活
管
理
指
導
表
の

提
出
を
求
め
、
必
要

に
応
じ
て
聞
き
取
り
を
行
っ
て
い
る
。
疾

患
を
有
す
る
子
ど
も
の
家
庭
に
は
献
立
表

に
加
え
除
去
食
や
代
替
食
の
確
認
を
し
て

い
る
。
重
篤
な
場
合
は
緊
急
対
応
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
基
づ
き
、
全
教
職
員
を
対
象
に
管

理
体
制
を
徹
底
し
、
研
修
も
実
施
し
て
い

る
。
な
お
強
化
を
図
り
た
い
。

給
食
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
つ
い
て
問

う
。

一
般
メ
ニ
ュ
ー
と
分
け
て
別
鍋
方
式

を
採
っ
て
い
る
。
新
し
い
給
食
セ
ン
タ
ー

で
は
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
室
を
設
け
て
専
門

調
理
員
を
置
く
。
新
セ
ン
タ
ー
稼
働
を
目

安
に
統
一
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る
。

子
ど
も
の
貧
困
家
庭
の
状
況
を
問
う
。

昨
年
度
中
の
小
中
学
生
の
就
学
援
助

を
受
け
て
い
る
子
ど
も
は
1195
人
で
全
体
の

10
人
に
１
人
と
な
っ
て
い
る
。

教
職
員
間
の
認
識
と
取
り
組
み
や
研

修
、
問
題
点
や
課
題
に
つ
い
て
問
う
。

個
別
の
事
例
研
修
等
を
実
施
し
、
問

題
共
有
と
理
解
を
図
り
、
チ
ー
ム
を
組
ん

で
き
め
細
か
な
対
応
を
図
っ
て
い
る
。
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
等
、
立
ち
入
り
に
く
い
問
題

も
あ
る
が
深
い
信
頼
関
係
の
も
と
指
導
と

支
援
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

保
存
、
継
承
の
今
後
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
問
う
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
歴
史
、
風
土
を

尊
重
し
、
世
代
間
交
流
、
地
域
間
交
流
促

進
を
支
援
し
、
市
の
専
門
員
が
側
面
か
ら

支
援
し
て
い
き
た
い
。
今
後
も
県
教
委
等

と
協
力
し
、
市
内
400
箇
所
の
調
査
を
実
施

し
て
い
き
た
い
。

問問 答

答答答

答 問

問問問

答

落
合
　
武
士
議
員
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
21
）

◆
子
ど
も
の
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
関

す
る
実
態
と
対
策
に
つ
い
て

◆
地
域
に
伝
わ
る
伝
統
文
化
、
郷
土

芸
能
の
保
存
、
継
承
に
つ
い
て

◆
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て

「ながはまウェルセンター」完成予想図

「(仮称)湖北幼稚園」完成予想図 「黒壁美術館」
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重
症
心
身
し
ょ
う
が
い
者
日
中
施
設

（
た
い
こ
教
室
）
整
備
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て
問
う
。

市
等
の
補
助
を
受
け
て
、
来
年
４
月

開
所
に
向
け
、
び
わ
こ
学
園
に
よ
り
事
業

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

重
症
心
身
し
ょ
う
が
い
者
が
地
域
で

暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
は
、
ケ
ア
ホ
ー
ム

（
共
同
生
活
介
護
）
の
整
備
が
必
要
で
あ

る
が
、
市
の
考
え
方
に
つ
い
て
問
う
。

地
域
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
、
事
業

者
に
働
き
か
け
整
備
を
推
進
す
る
。

強
度
行
動
し
ょ
う
が
い
者
通
所
特
別

支
援
事
業
の
充
実
に
つ
い
て
問
う
。

生
活
介
護
事
業
者
の
意
見
を
聴
い
て

県
補
助
制
度
を
活
用
し
、
人
員
体
制
の
強

化
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

生
活
保
護
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
案
が
国
会
で
審
議
さ
れ
て
い
る
が
、
申

請
手
続
き
を
厳
し
く
す
る
こ
と
で
申
請
権

を
侵
害
し
た
り
、
扶
養
を
生
活
保
護
の
要

件
と
し
、
国
民
を
生
活
保
護
制
度
か
ら
締

め
出
す
こ
と
に
な
ら
な
い
か
。
市
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て
問
う
。

福
祉
事
務
所
で
の
申
請
手
続
き
及
び

扶
養
の
運
用
の
取
り
扱
い
は
こ
れ
ま
で
と

変
わ
る
も
の
で
は
な
い
。

地
方
公
務
員
の
給
与
は
労
使
交
渉
に

基
づ
き
議
会
の
議
決
を
経
て
決
め
ら
れ
る

も
の
で
、
政
府
が
地
方
固
有
の
財
源
で
あ

る
地
方
交
付
税
を
給
与
削
減
に
用
い
る
こ

と
は
地
方
自
治
、
財
政
自
主
権
を
侵
す
と

考
え
る
が
市
長
の
見
解
を
問
う
。

地
方
公
務
員
法
の
規
定
に
基
づ
き
自

ら
決
定
す
る
こ
と
が
基
本
だ
が
今
回
は
臨

時
特
例
的
に
削
減
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

憲
法
改
定
の
狙
い
は
第
９
条
を
変
え

て
「
国
防
軍
」
を
つ
く
り
、「
ア
メ
リ
カ

と
と
も
に
海
外
で
戦
争
が
で
き
る
国
」
に

す
る
こ
と
に
あ
り
、
第
96
条
の
改
定
は
権

力
者
の
都
合
で
改
憲
の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ

憲
法
や
立
憲
主
義
を
否
定
す
る
も
の
と
思

う
が
市
長
の
見
解
を
問
う
。

憲
法
の
平
和
主
義
、
主
権
在
民
、
基

本
的
人
権
尊
重
の
精
神
は
尊
重
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
改
正
論
議
に
つ
い
て
も
国

民
総
意
で
適
切
な
手
続
き
を
経
る
こ
と
が

望
ま
し
い
。
立
憲
主
義
も
守
る
べ
き
。

問問 答

答答 答

問問

問問

答答

浅
見
　
信
夫
議
員
（
日
本
共
産
党
）

◆
重
症
心
身
し
ょ
う
が
い
者
対
策

に
つ
い
て

◆
生
活
保
護
制
度
に
つ
い
て

◆
憲
法
改
定
問
題
に
つ
い
て

◆
市
職
員
の
給
与
の
特
例
に
関
す

る
条
例

予
防
接
種
費
用
の
半
額
を
公
費
助
成

す
る
自
治
体
が
出
て
き
て
お
り
、
本
市
も

取
り
組
む
と
の
良
判
断
を
し
た
が
、
予
想

さ
れ
る
効
果
に
つ
い
て
問
う
。

今
回
の
取
り
組
み
で
は
、
19
歳
以
上

の
女
性
と
妊
娠
し
て
い
る
女
性
の
同
居
家

族
を
対
象
に
、
予
防
接
種
に
か
か
っ
た
費

用
の
半
額
を
助
成
す
る
こ
と
に
よ
り
予
防

接
種
を
受
け
や
す
く
し
、
生
ま
れ
て
く
る

子
ど
も
の
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
を
防
止

し
よ
う
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
地
域
全
体

の
予
防
接
種
率
が
上
が
る
よ
う
理
解
と
協

力
を
お
願
い
し
た
い
。

市
発
注
の
公
共
工
事
に
あ
た
り
国
交

省
の
要
請
で
あ
る
設
計
労
働
単
価
引
き
上

げ
に
つ
い
て
本
市
の
あ
り
方
を
問
う
。

設
計
労
働
単
価
の
引
き
上
げ
に
つ
い

て
は
国
交
省
の
要
請
を
受
け
、
技
能
労
働

者
の
適
切
な
賃
金
水
準
の
確
保
の
観
点
か

ら
特
例
措
置
を
定
め
運
用
す
る
予
定
を
し

て
い
る
。
平
成
25
年
４
月
以
降
に
契
約
を

締
結
し
た
工
事
の
う
ち
旧
労
働
単
価
を
運

用
し
て
予
定
価
格
を
積
算
し
た
工
事
に
つ

い
て
は
受
注
業
者
か
ら
申
し
出
が
あ
っ
た

場
合
、
平
成
25
年
度
の
新
労
務
単
価
で
積

算
し
、
変
更
後
の
請
負
代
金
を
算
定
す
る
。

技
能
労
働
者
を
確
保
す
る
こ
と
を
目

的
に
労
働
単
価
の
改
正
が
さ
れ
て
い
る
た

め
業
務
も
対
象
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

技
能
労
働
者
に
か
か
る
就
労
環
境
の

変
化
で
労
働
者
賃
金
の
低
下
、
高
齢
化
の

進
展
、
さ
ら
に
は
将
来
の
建
設
産
業
の
存

続
が
危
惧
さ
れ
る
こ
と
等
か
ら
適
切
な
対

応
が
必
要
と
考
え
る
。
国
交
省
の
通
知
は

工
事
に
限
る
と
し
て
い
る
が
、
県
土
木
部

で
は
工
事
と
委
託
業
務
、
農
政
水
産
部
は

現
時
点
で
は
請
求
対
象
を
明
確
に
し
て
い

な
い
。
国
・
県
で
も
考
え
方
に
相
違
が
あ

り
、
今
後
、
他
市
の
動
向
を
踏
ま
え
て
慎

重
に
判
断
し
た
い
。

問

問

答

答

問答

東
　
　
久
雄
議
員
（
公
明
党
）

◆
風
し
ん
予
防
対
策
に
つ
い
て

◆
建
設
産
業
の
技
能
労
働
者
の
賃

金
に
つ
い
て
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自
治
体
不
動
産
の
有
効
活
用
と
Ｐ
Ｅ

Ｒ
戦
略
に
つ
い
て
問
う
。

未
利
用
と
な
っ
て
い
る
公
有
財
産
に

つ
い
て
は
、
貸
付
や
売
却
を
積
極
的
に
行

い
、
歳
入
増
加
や
維
持
管
理
コ
ス
ト
の
縮

減
を
図
る
。

第
三
セ
ク
タ
ー
経
営
状
況
等
情
報
公

開
に
つ
い
て
問
う
。

市
民
へ
の
積
極
的
な
情
報
公
開
な
ど

に
よ
り
、
多
様
な
検
証
の
機
会
を
確
保
し

た
い
と
考
え
る
。

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
整

備
方
針
に
つ
い
て
及
び
国
道
８
号
線
北
進

計
画
、
周
辺
道
路
整
備
に
つ
い
て
問
う
。

ま
ち
づ
く
り
の
振
興
の
ま
た
と
な
い

チ
ャ
ン
ス
と
受
け
止
め
て
お
り
、
あ
ら
ゆ

る
可
能
性
を
検
討
し
、
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト

を
問
わ
ず
地
域
振
興
に
最
大
限
活
用
す

る
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
オ
ー
プ
ン
デ
ー

タ
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
問
う
。

先
進
自
治
体
の
事
例
を
参
考
に
取
り

組
み
を
検
討
す
る
。

し
ょ
う
が
い
者
の
雇
用
率
と
定
着
率

を
向
上
等
き
め
細
か
な
支
援
に
つ
い
て
問

う
。

し
ょ
う
が
い
者
等
へ
の
発
注
実
績
の

公
表
発
注
の
充
実
、
職
員
の
意
識
を
喚
起

す
る
。子

育
て
支
援
等
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

（
保
育
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
・
養
護
教
員
サ

ポ
ー
タ
ー
）
の
配
置
に
つ
い
て
問
う
。

市
民
ニ
ー
ズ
を
十
分
把
握
し
た
う
え

で
的
確
に
情
報
提
供
で
き
る
よ
う
努
め
て

ま
い
り
た
い
。

※
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
と
は
「
誰
も
が
自
由
に
利
用
・
再

利
用
・
再
配
布
で
き
る
」
デ
ー
タ
の
こ
と
を
言
い
、

国
が
進
め
る
「
電
子
行
政
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
戦
略
」

（
平
成
24
年
７
月
４
日
）
を
基
に
各
市
の
持
つ
デ
ー

タ
ー
の
公
表
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

問答

答答 答

問問

問問問

答答

中
嶌
　
康
雄
議
員
（
所
属
無
し
）

◆
自
治
体
不
動
産
の
有
効
活
用
と

Ｐ
Ｅ
Ｒ
戦
略
に
つ
い
て

◆
第
三
セ
ク
タ
ー
の
経
営
改
善
等

に
つ
い
て

◆
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
の
整
備
方

針
に
つ
い
て

◆
し
ょ
う
が
い
者
の
雇
用
等
に
つ
い
て

◆
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る
新
た
な
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て

◆
子
育
て
支
援
等
へ
の
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
の
配
置
に
つ
い
て

施
設
の
開
設
日
、
食
数
を
問
う
。

浅
井
は
平
成
12
年
開
設
で
1584
食
、
高

月
は
昭
和
54
年
開
設
で
1151
食
、
木
之
本
は

平
成
13
年
開
設
で
1095
食
、
西
浅
井
は
平
成

14
年
開
設
で
1427
食
で
あ
る
。

将
来
の
あ
る
べ
き

学
校
給
食
に
つ
い
て
協

議
は
進
め
ら
れ
て
い
る

の
か
問
う
。

年
度
内
を
目
途
に

内
部
協
議
を
進
め
て
い
る
。

旧
長
浜
市
と
旧
６
町
の
平
成
23
年
度

か
ら
平
成
25
年
度
の
事
業
費
を
問
う
。

３
年
間
の
投
資
的
経
費
（
建
設
事
業
）

は
総
額
で
192
億
円
で
あ
り
、
内
訳
は
旧
長

浜
市
で
137
億
円
、
旧
６
町
で
55
億
円
と
な

っ
て
い
る
。

現
有
公
民
館
（
18
館
）
の
耐
震
計
画

を
問
う
。

５
館
は
耐
震
診
断
が
で
き
て
い
な

い
。
耐
震
計
画
を
今
年
度
に
ま
と
め
、
施

設
整
備
を
検
討
し
て
い
く
。

脱
原
発
を
宣
言
し
、
全
国
の
基
礎
自

治
体
と
手
を
組
み
、
そ
の
実
現
を
加
速
す

る
考
え
に
つ
い
て
問
う
。

経
済
社
会
へ
の
影
響
を
踏
ま
え
る
と

代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
移
行

の
手
段
、
道
筋
が
は
っ
き
り
と
見
え
て
い

な
い
現
状
で
は
脱
原
発
宣
言
を
す
る
状
況

に
は
至
っ
て
い
な
い
と
考
え
る
。
本
市
の

30
㎞
圏
内
に
原
発
が
あ
り
、
緊
急
事
態
に

い
か
に
備
え
る
か
、
市
民
の
安
全
を
い
か

に
確
保
す
る
か
が
目
下
の
最
優
先
課
題
と

考
え
る
。

脱
原
発

を
宣
言
し
、

可
能
な
限
り

新
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
道
筋
を

つ
け
、
加
速

す
べ
き
で
は

な
い
か
、
ま

た
市
民
に
広
く
声
を
聴
く
機
会
を
設
け
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

宣
言
す
る
状
況
に
至
っ
て
い
な
い
。

市
民
の
声
は
防
災
出
前
講
座
な
ど
で
受
け

て
い
る
。

問問

問問

答答

答答

問問 答答

森
田
　
義
人
議
員
（
新
し
い
風
）

◆
市
北
部
地
域
の
学
校
給
食
に
つ
い
て

◆
原
子
力
発
電
所
に
隣
接
す
る
長

浜
市
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て

◆
市
の
投
資
的
経
費
に
つ
い
て

◆
公
民
館
の
耐
震
に
つ
い
て
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開
発
許
可
は
何
の
た
め
に
受
け
る
の

か
を
問
う
。

公
共
施
設
や
排
水
施
設
等
必
要
な
整

備
を
義
務
付
け
る
な
ど
良
質
な
宅
地
水
準

の
確
保
、
乱
開
発
の
弊
害
抑
制
な
ど
土
地

利
用
の
一
定
水
準
を
確
保
す
る
も
の
で
あ

る
。

で
は
木
之
本
改
良
住
宅
は
開
発
許
可

を
受
け
た
の
に
、
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
基
準
が
で
き
て
い
な
い
の
は
何
故
か
。

当
該
地
は
住
環
境
の
整
備
を
目
的
と

し
、
小
集
落
改
良
事
業
で
開
発
行
為
を
行

っ
た
。
昭
和
51
年
に
県
の
開
発
許
可
を
受

け
、
改
良
住
宅
18
戸
の
ほ
か
道
路
、
公
園

等
公
共
施
設
を
整
備
し
て
い
る
。
施
工
後
、

数
十
年
が
経
過
し
、
書
類
も
散
失
し
て
い

る
た
め
詳
細
が
把
握
で
き
な
い
。
許
可
の

と
お
り
施
工
で
き
て
い
な
か
っ
た
件
に
つ

い
て
県
と
協
議
し
た
が
対
応
が
整
わ
な
か

っ
た
。開

発
区
域
の
周
辺
に
は
、
環
境
保
全
、

災
害
防
止
、
通
行
の
安
全
上
な
ど
の
場
所

は
無
い
が
４
ｍ
幅
に
作
ら
れ
て
い
る
の
は

何
故
か
。

旧
木
之
本
町
で
は
、
建
築
基
準
法
上
、

改
良
住
宅
の
接
道
要
件
と
な
る
道
路
幅
４

ｍ
で
開
発
許
可
申
請
し
、
許
可
権
者
の
県

が
許
可
し
た
。

道
路
幅
を
改
善
す
る
、
ま
た
は
道
路

を
作
る
場
合
は
立
ち
退
き
も
あ
り
え
る

が
、
住
民
は
ど
こ
に
移
る
の
か
。

他
の
改
良
住
宅
へ
の
住
み
替
え
が
可

能
か
検
討
す
る
。

公
共
用
地
に
か
か
る
都
市
計
画
法
32

条
協
議
に
関
す
る
手
続
き
は
完
了
し
て
い

る
の
か
問
う
。

関
係
機
関
と
の
協
議
の
同
意
を
得

て
、
許
可
権
者
で
あ
る
県
か
ら
同
法
第
29

条
の
許
可
を
受
け
事
業
に
着
手
し
て
い

る
。
し
か
し
諸
般
の
事
情
に
よ
り
変
更
の

手
続
き
が
完
了
し
て
い
な
い
。

問答

答答

問問

問問

答

答

西
尾
　
孝
之
議
員
（
日
本
維
新
の
会
）

◆
木
之
本
改
良
住
宅
開
発
許
可
の

問
題
に
つ
い
て

大
寺
交
差
点
で
の
信
号
機
設
置
見
込

み
に
つ
い
て
問
う
。

県
警
の
公

安
委
員
会
の
回

答
と
し
て
、
朝

夕
の
通
勤
時
間

帯
に
一
時
的
に

多
く
な
る
が
、

一
日
平
均
す
る
と
限
定
的
で
あ
り
、
丁
野

虎
姫
長
浜
線
の
ス
ム
ー
ズ
な
通
行
性
の
確

保
の
観
点
、
県
下
で
年
700
基
の
要
望
に
対

し
、
10
基
し
か
予
算
措
置
さ
れ
ず
、
現
地

点
で
は
難
し
い
と
い
う
こ
と
だ
が
、
事
故

多
発
の
現
状
の
改
善
の
た
め
、
大
寺
交
差

点
で
の
信
号
機
設
置
を
引
き
続
き
要
望
し

て
ま
い
り
た
い
。

県
道
丁
野
虎
姫
長
浜
線
で
の
ス
ピ
ー

ド
規
制
、
看
板
、
標
識
、
同
路
面
で
の
安

全
対
策
を
問
う
。

中
野
町
地
先
か
ら
五
村
交
差
点
間
に

つ
い
て
は
50
キ
ロ
規
制
を
、
こ
の
夏
、
秋

か
ら
実
施
す
る
と
聞
い
て
い
る
。
三
川
月

ヶ
瀬
か
ら
の
進
入
に
つ
い
て
は
一
旦
停
止

規
制
、
安
全
啓
発
看
板
と
し
て
「
止
ま

れ
」
の
標
識
、
路
面
標
示
な
ど
の
措
置
を

実
施
し
て
い
た
だ
い
た
。

県
道
丁
野
虎
姫
長
浜
線
の
南
大
井
か

ら
曽
根
町
へ
の
農
業
車
両
、
自
転
車
等
々

の
通
行
安
全
対
策
に
つ
い
て
問
う
。

県
道
丁
野
虎
姫
長
浜
線
の
全
面
開
通

に
伴
い
、
こ
の
道
路
周
辺
地
域
の
自
治
会

か
ら
今
後
様
々
な
要
望
が
出
て
く
る
と
思

わ
れ
る
が
、
都
市
建
設
部
、
関
係
所
管
で

対
応
し
て
県
当
局
に
要
望
し
て
ま
い
り
た

い
。

小
谷
城
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
と
県
道
丁
野
虎
姫
長
浜
線
と
の
連
結
も

言
わ
れ
、
さ
ら
な
る
交
通
量
の
増
加
も
見

込
ま
れ
て
お
り
、
小
谷
城
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
利
活
用
委
員
会
に
交
通
安

全
対
策
部
会
を
設
け
る
こ
と
に
つ
い
て
問

う
。

小
谷
城
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
が
開
通
す
れ
ば
、
当
然
ア
ク
セ
ス
道
路

の
交
通
量
が
増
え
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
、

前
向
き
に
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

問

問問

答

答答

問答

藤
井
　
　
繁
議
員
（
新
し
い
風
）

◆
事
故
が
多
発
し
て
い
る
県
道
丁

野
虎
姫
長
浜
線
の
交
通
安
全
対

策
に
つ
い
て
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平
成
22
年
度
の
職
員
不
祥
事
を
受

け
、
長
浜
市
不
祥
事
根
絶
宣
言
後
の
研
修

の
実
態
と
評
価
に
つ
い
て
問
う
。

平
成
23
年
度
は
、
地
方
公
務
員
の
陥

り
や
す
い
心
理
や
意
識
に
つ
い
て
学
び
を

深
め
、
官
製
談
合
防
止
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

防
止
、
不
当
要
求
の
対
応
等
の
研
修
を
開

催
し
た
。
平
成
24
年
度
・
25
年
度
は
、
管

理
監
督
職
員
を
対
象
に
、
職
場
の
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
能
力
向
上
研
修
を
開
催
し
た
。

こ
の
よ
う
な
一
連
の
取
り
組
み
は
、
一

定
の
成
果
が
あ
っ
た
と
評
価
し
て
い
る
。

今
後
も
様
々
な
研
修
と
繰
り
返
し
に
努
め

て
い
く
。

「
法
令
遵
守
」

「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
」
は
必
要
だ

が
、
強
く
求
め
る

こ
と
で
職
員
の
柔
軟
な
思
考
が
停
止
し
組

織
の
硬
直
化
を
進
め
て
い
な
い
か
。
法
令

順
守
だ
け
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、
そ
の

先
の
倫
理
や
社
会
貢
献
等
が
長
浜
市
に
は

期
待
さ
れ
て
い
る
。
幅
広
い
視
点
、
柔

軟
・
臨
機
応
変
な
対
応
が
で
き
る
職
員
の

育
成
が
必
要
と
考
え
る
が
、
今
後
の
人
材

育
成
の
基
本
的
な
考
え
方
を
問
う
。

法
令
順
守
を
求
め
る
が
故
に
、
事
務

的
・
定
型
的
な
対
応
や
市
民
の
方
の
不

信
、
市
政
停

滞
を
招
く
こ

と
は
求
め
る

姿
で
は
な
い
。

幅
広
い
視
点
、

柔
軟
で
臨
機

応
変
な
対
応
が
で
き
る
自
立
型
職
員
の
育

成
が
求
め
ら
れ
る
と
考
え
て
い
る
。
今
年

３
月
に
「
長
浜
市
職
員
力
組
織
力
開
発
方

針
」
を
策
定
し
た
。

職
員
に
求
め
る
も
の
と
し
て
、

・
自
ら
率
先
し
て
動
く
「
能
動
」

・
新
し
い
価
値
を
紡
ぎ
だ
す
「
起
動
」

・
人
の
心
と
力
を
結
び
つ
け
る
「
連
動
」

組
織
に
求
め
る
も
の
と
し
て
、

・
主
体
的
に
学
習
す
る
「
能
動
」

・
新
し
い
変
化
を
創
造
す
る
「
起
動
」

・
多
彩
な
力
を
結
集
し
発
揮
す
る
「
連
動
」

こ
れ
ら
３
つ
の
動
き
が
で
き
る
人
材
育
成

を
目
指
す
。

問答問

答

押
谷
　
與
茂
嗣
議
員
（
今
浜
会
）

◆
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
の
実

態
と
評
価
に
つ
い
て

◆
人
材
育
成
に
対
す
る
基
本
的
な

考
え
方
に
つ
い
て

10
年
目
の
英
語
教
育
は
、
た
い
へ
ん

評
価
す
る
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
見
据
え

た
新
た
な
取
組
み
も
必
要
で
あ
る
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

国
際
社
会
で
の
人
材
育
成
を
目
指
す

先
進
的
取
り
組
み
を
理
解
、
認
識
し
、
基

本
方
針
に
の
っ
と
り
着
実
に
取
り
組
ん
で

い
く
。小

中
学
校
の
英
語
教
育
を
生
か
し
た

高
校
で
の
取
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

今
後
、
長
浜
市
内
の
高
校
で
の
取
り

組
み
を
県
に
新
高
校
を
含
め
て
要
望
し
て

い
き
た
い
。

本
市
に
は
古

い
自
治
会
館
が
多

い
。
自
治
会
館
の

補
助
制
度
と
し
て

新
築
補
助
制
度
は

あ
る
が
、
耐
震
補

助
は
な
く
、
要
望

自
治
会
や
心
配
の

声
も
聞
く
。
対
策

に
つ
い
て
問
う
。

老
朽
化
に
よ
る
安
全
性
の
低
下
が
懸

念
さ
れ
る
施
設
が
あ
る
と
確
認
し
て
い

る
。
耐
震
制
度
は
自
己
資
金
の
調
達
が
難

し
く
、
他
市
で
は
あ
ま
り
活
用
さ
れ
て
い

な
い
が
、
何
ら
か
の
対
策
は
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
の
で
調
査
検
討
を
す
る
。

防
犯
灯
補
助
の
拡
大
と
１
自
治
会
３

灯
ま
で
の
補
助
基
準
の
見
直
し
に
つ
い
て

問
う
。年

々
予
算
を
増
や
し
て
い
る
が
、
本

年
度
も
予
定
件
数
を
越
え
た
ら
対
応
し
て

い
き
た
い
。
ま
た
１
自
治
会
３
灯
ま
で
の

補
助
基
準
は
近
年
の
希
望
灯
数
の
増
加
な

ど
を
踏
ま
え
て
制
度
の
見
直
し
を
行
う
。

問問問

問

答答

答答

柴
田
　
清
行
議
員
（
新
し
い
風
）

◆
小
中
学
校
の
英
語
教
育
に
つ
い
て

◆
自
治
会
館
の
耐
震
化
に
つ
い
て

◆
防
犯
灯
の
設
置
補
助
に
つ
い
て
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原
子
力
規
制
委
は
、
敦
賀
原
発
２
号

機
直
下
を
通
る
Ｄ
│
１
破
砕
帯
を
活
断
層

と
認
定
。
も
ん
じ
ゅ
の
西
500
ｍ
・
美
浜
原

発
の
東
１
㎞
に
白

木
・
丹
生
断
層
が

走
り
、
敷
地
内
に

そ
れ
ぞ
れ
９
本
の

破
砕
帯
が
あ
る
。

大
飯
原
発
も
近
く

の
若
狭
湾
に
２
本

の
海
底
断
層
、
陸
側
の
熊
川
断
層
と
影
響

し
合
う
三
連
動
地
震
の
恐
れ
が
あ
る
。
若

狭
湾
一
帯
の
原
発
銀
座
は
活
断
層
銀
座
の

上
に
あ
る
。
活
断
層
上
の
原
発
に
つ
い
て

所
見
は
ど
う
か
。
事
業
者
へ
の
廃
炉
申
入

れ
、
安
全
協
定
の
見
直
し
は
ど
う
か
。

活
断
層
上
の
原
発
は
再
稼
働
が
認
め

ら
れ
ず
廃
炉
に
な
る
と
理
解
し
て
い
る
。

廃
炉
は
、
国
に
お
い
て
適
切
な
指
導
を
す

べ
き
。
協
定
内
容
の
見
直
し
も
あ
り
う
る
。

市
の
均
衡
あ
る
発
展
の
た
め
に
は
、

農
林
水
産
業
の
振
興
に
力
を
い
れ
る
こ
と

が
大
事
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
・
後
継
者
対

策
は
ど
う
か
。
現
在
、

サ
ル
・
ハ
ク
ビ
シ
ン
に

よ
る
畑
作
物
の
被
害
が

各
地
で
出
て
い
る
が
、

対
策
は
ど
う
か
。
Ｔ
Ｐ

Ｐ
参
加
に
よ
る
市
へ
の

影
響
の
最
新
の
試
算
は
ど
う
か
。

農
業
活
性
化
プ
ラ
ン
は
作
成
中
、
森

づ
く
り
計
画
は
策
定
し
た
。
水
産
業
は
県

に
委
ね
て
い
る
。
サ
ル
対
策
は
被
害
集
落

に
適
し
た
対
策
を
お
こ
な
う
。
ハ
ク
ビ
シ

ン
は
職
員
が
出
向
き
、
檻
の
設
置
な
ど
防

護
対
策
を
と
る
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
よ
り
水
稲
27

億
円
、
小
麦
１
億
円
の
生
産
減
少
の
見
込

み
で
あ
る
。

お
た
っ
し
ゃ
交
流
事
業
の
対
象
者
は

誰
か
。
希
望
者
全
員
に
行
き
渡
る
改
善
を

す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

対
象
者
は
65
歳
以
上
、
２
万
9900
人
。

最
寄
り
の
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
事
務
局
の

窓
口
で
手
続
き
を
す

れ
ば
、
券
を
受
け
取

れ
る
。

問答問

問 答答

杉
本
　
敏
隆
議
員
（
日
本
共
産
党
）

◆
活
断
層
上
の
原
発
の
廃
炉
に
つ
い
て

◆
農
林
水
産
業
の
振
興
・
獣
害
対
策

◆
お
た
っ
し
ゃ
交
流
事
業
に
つ
い
て

地
域
の
山
を
ま
と
め
て
管
理
す
る
、

『
施
業
の
集
約
化
』
を
よ
り
積
極
的
に
進

め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

関
係
機
関
と
連
携
し
、
今
ま
で
以
上

に
進
め
る
。

昨
年
度
『
木
材
調
達
基
金
』
を
創
設

し
、
市
内
の
木
材
を
公
共
施
設
な
ど
で
利

用
で
き
る
仕
組
み
を
作
ら
れ
た
。
今
後
も

よ
り
充
実
し
て
い
く
の
か
ど
う
か
。

課
題
へ
の
対
策
を
検
討
し
、
円
滑
な

市
産
材
の
活
用
を
進
め
て
い
く
。

造
林
公
社
と
契
約
解
除
と
な
っ
た
山

林
を
適
正
管
理
す
る
目
的
で
、『
湖
北
地

域
林
業
振
興
連
絡
調
整
会
』
が
設
立
さ
れ

た
が
、
事
業
内
容
も
含
め
、
地
域
の
方
の

戸
惑
い
に
対
す
る
市
の
考
え
を
問
う
。

こ
の
『
連

絡
調
整
会
』
を

通
じ
て
、
地
域

の
声
を
伝
え
、

森
林
所
有
者
の

負
担
と
な
ら
な

い
対
策
を
検
討

す
る
。

シ
カ
・
イ

ノ
シ
シ
・
サ
ル

等
、
山
の
獣
害

が
深
刻
と
な
っ

て
き
た
。
迅
速

な
対
策
が
必
要

で
は
な
い
か
。

対
策
を
強

力
に
進
め
て
い
く
。

二
つ
の
森
林
組
合
を
基
軸
に
、
積
極

的
な
取
り
組
み
を
求
め
る
。

森
林
組
合
が
自
立
で
き
る
よ
う
、
支

援
し
て
い
く
。

森
林
・
林
業
で
生
計
が
立
て
ら
れ
る

こ
と
が
大
切
で
、
併
せ
て
『
森
の
国
ニ
ッ

ポ
ン
』
に
は
、
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
が
必
要

で
あ
る
。
そ
こ
で
市
内
の
公
立
高
校
に
、

『
森
林
・
林
業
科
』
を
設
置
す
る
よ
う
働

き
か
け
て
は
ど
う
か
。

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、
森
に

関
心
を
持
っ
て
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
と

考
え
る
。

そ
の
た
め

の
取
り
組

み
を
進
め

る
。

問問問

問問問

答答答

答答答

松
本
　
長
治
議
員
（
新
し
い
風
）

◆
未
来
に
向
け
た
森
林
・
林
業
の

あ
り
方
に
つ
い
て
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胃
が
ん
を
引
き
起
こ
す
と
さ
れ
る
細

菌
「
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
ピ
ロ
リ
」（
ピ
ロ

リ
菌
）
の
慢
性
胃
炎
治
療
を
胃
炎
段
階
か

ら
除
菌
す
る
こ
と
で
胃
が
ん
予
防
に
つ
な

げ
ら
れ
る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。
胃
が
ん

リ
ス
ク
検
診
を
確
定
検
診
に
追
加
す
る
こ

と
で
受
診
率
向
上
や
が
ん
の
早
期
発
見
に

つ
な
が
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

胃
が
ん
検
診
の
受
診
率
ア
ッ
プ
や
胃

が
ん
予
防
の
意
識
向
上
の
た
め
の
対
策
が

必
要
と
考
え
て
い
る
。
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー

ピ
ロ
リ
抗
体
の
血
液
検
査
は
専
門
的
知
見

も
必
要
で
あ
り
、
国
県
の
動
向
も
踏
ま
え

つ
つ
医
師
会
の
意
見
や
先
進
自
治
体
の
状

況
等
を
情
報
収
集
し
、
導
入
の
可
能
性
を

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

い
じ
め
や
不
登
校
が
よ
り
深
刻
化
し

て
い
る
よ
う
に
思
う
。
市
の
教
育
の
実
情

を
ど
の
よ
う
に
考
え
、
取
り
組
も
う
と
し

て
い
る
の
か
問
う
。

い
じ
め
を
は
じ
め
と
す
る
問
題
を
鑑

み
る
と
現
在
の
市
の
実
情
に
対
し
、
危
機

感
を
持
っ
て
い
る
。
加
害
・
被
害
を
生
む

い
じ
め
な
ど
命
に
係
わ
る
問
題
に
つ
い
て

は
、
学
校
組
織
の
改
善
、
教
職
員
の
指
導

の
質
や
手
法
を
い
っ
そ
う
充
実
さ
せ
る
こ

と
は
勿
論
、
学
校
運
営
協
議
会
の
機
能
を

十
分
生
か
し
、
多
く
の
メ
ン
バ
ー
の
意
見

を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
地
域
・
社
会
と

の
連
携
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
た
い
。

幼
児
期
は
生
涯
に
わ
た
る
人
格
形
成

の
大
事
な
時
期
で
あ
り
、
こ
の
時
期
に
質

の
高
い
幼
児
教
育
を
補
償
す
る
こ
と
は
極

め
て
重
要
な
こ
と
だ
と
考
え
る
。
経
済
格

差
の
固
定
化
防
止
、
少
子
化
対
策
の
観
点

か
ら
も
幼
児
教
育
の
無
償
化
を
問
う
。

現
段
階
で
は
保
育
及
び
教
育
の
質
を

上
げ
る
こ
と
を
第
一
義
的
な
課
題
と
考
え

て
お
り
、
今
年
度
に
よ
り
保
育
士
教
諭
職

の
専
門
的
力
量
を
高
め
、
事
務
分
野
と
分

離
す
る
た
め
に
全
て
の
園
に
事
務
職
を
配

置
す
る
。
次
年
度
以
降
、
予
算
と
の
関
係

も
あ
る
が
、
看
護
師
や
看
護
教
諭
を
配
置

す
る
方
向
で
考
え
た
い
。
無
償
化
に
つ
い

て
は
、
重
要
な
施
策
と
は
認
識
し
て
い
る

が
、
国
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
対
応
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

答答

答

林
　
多
恵
子
議
員
（
公
明
党
）

◆
胃
が
ん
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に

◆
い
じ
め
対
策
に
つ
い
て

◆
幼
児
教
育
の
無
償
化
に
つ
い
て

黒
壁
へ
の
支
援
事
業
の
期
待
さ
れ
る

波
及
効
果
、
考
え
方
に
つ
い
て
問
う
。

一
点
目
と
し
て
老
朽
化
し
た
施
設
を

増
改
築
す
る
こ
と
で
歴
史
的
な
文
化
施
設

の
保
存
活
用
と
来
街
者
の
安
全
と
安
心
を

担
保
す
る
。
二
点
目
は
持
続
可
能
な
都
市

基
盤
を
整
備
し
、
商
業
観
光
都
市
と
し
て

の
魅
力
の
向
上
を
図
る
。
三
点
目
は
市
内

に
点
在
す
る
観
光
資
源
と
連
携
を
図
る
こ

と
で
宿
泊
滞
在
型
観
光
の
相
乗
効
果
を
進

め
る
。
四
点
目
は
新
た
な
地
域
産
品
を
開

発
し
「
長
浜
ブ
ラ
ン
ド
」
と
し
て
販
売
、

農
商
工
連
携
に
よ
る
６
次
産
業
化
と
新
た

な
経
済
波
及
効
果
も
見
込
ま
れ
、
新
生
黒

壁
ス
ク
エ
ア
を
核
と
す
る
改
革
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

市
の
観
光
行
政
と
し
て
、
今
日
ま
で

の
黒
壁
の
評
価
と
今
後
の
必
要
性
、
位
置

付
け
を
問
う
。

黒
壁
が
今
日
ま
で
培
っ
て
き
た
様
々

な
有
形
無
形
の
資
産
は
、
長
浜
市
の
知
名

度
を
高
め
る
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
も
の
と
し

て
将
来
の
子
ど
も
た
ち
に
引
き
継
ぐ
地
域

資
源
で
あ
り
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
引
き

続
き
黒
壁
を
通
じ
た
地
域
活
性
化
を
推
進

し
、
第
三
セ
ク
タ
ー
の
筆
頭
株
主
と
し
て

の
責
務
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と
考
え

る
。

神
照
運
動
公
園
の
人
工
芝
化
に
つ
い

て
問
う
。

現
在
の
フ
ィ
ー
ル
ド
は
天
然
芝
で
多

種
多
様
な
ス
ポ
ー
ツ
に
利
用
さ
れ
て
い

る
。
天
然
芝
は
芝
が
荒
れ
た
時
に
養
生
期

間
が
必
要
と
な
る
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

が
、
人
工
芝
に
比
べ
て
足
や
腰
、
膝
等
に

与
え
る
負
担
が
小
さ
く
、
体
に
優
し
い
と

い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
一
方
、
人
工
芝

は
管
理
が
し
や
す
い
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

が
、
初
期
投
資
に
多
額
の
費
用
が
必
要
と

な
る
。
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
は
全

国
的
に
人
工
芝
で
の
試
合
が
多
く
な
っ
て

い
る
が
、
多
く
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
必

要
が
あ
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
は
人
工
芝
化

の
改
修
を
予
定
し
て
い
な
い
が
、
将
来
的

に
は
市
民
ニ
ー
ズ
の
変
化
や
長
期
的
視
点

に
立
っ
た
施
設
管
理
な
ど
の
観
点
か
ら
検

討
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

問問

問

答答

答

吉
田
　
　
豊
議
員
（
所
属
無
し
）

◆
黒
壁
再
生
事
業
の
支
援
に
つ
い
て

◆
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を

通
じ
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

問問

問
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市
内
に
は
５
ヵ
所
以
上
の
活
断
層
が

確
認
さ
れ
て
お
り
、
阪
神
淡
路
大
震
災
の

教
訓
を
踏
ま
え
、
ど
う
対
応
す
る
か
、
そ

の
考
え
を
問
う
。

長
浜
市
防
災
マ
ッ
プ
に
掲
載
し
て
お

り
、
こ
の
マ
ッ
プ
を
活
用
し
、
自
治
会
・

学
校
・
各
種
団
体
を
対
象
に
防
災
出
前
講

座
、
防
災
体
験
講
座
を
実
施
し
、
自
治
会

の
防
災
リ
ー

ダ
ー
を
中
心

と
し
た
住
民

参
加
型
の
図

上
訓
練
に
よ

り
災
害
に
対

す
る
知
識
の

普
及
・
啓
発
に
努
め
て
い
る
。
徳
島
県
に

お
い
て
、
活
断
層
上
に
お
い
て
、
活
断
層

上
で
の
建
築
規
制
を
盛
り
込
ん
だ
条
例
が

全
国
初
め
て
施
行
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
現
在
本
市
に
お
い
て
木
造
住
宅
耐
震

診
断
員
派
遣
事
業
や
既
存
民
間
建
築
物
の

耐
震
診
断
補
助
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

本
市
に
お
け
る
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
工

事
の
件
数
等
、
ど
の
程
度
把
握
し
て
い
る

か
、
公
平
・
公
正
な
税
制
の
観
点
か
ら
固

定
資
産
税
に
対
す
る
見
解
を
問
う
。

地
域
経
済
対
策
住
宅
改
修
奨
励
金
事

業
で
は
、
８
年
間
で
1451
件
の
交
付
実
績
が

あ
り
、
介
護
保
険
の
住
宅
改
修
で
は
24
年

度
501
件
の
実
績
が
あ
っ
た
。
課
税
に
関
し

て
は
、
リ
フ
ォ
ー
ム
実
施
済
の
建
物
と
未

実
施
の
建
物
と
の
公
平
性
を
保
つ
視
点
に

お
い
て
ど
う
す
る
か
を
問
わ
れ
る
と
こ
ろ

も
あ
り
、
社
会
を
見
据
え
た
中
で
税
制
や

国
の
評
価
基
準
の
見
直
し
等
が
あ
れ
ば
適

正
に
対
処
し
て
い
く
。

答

答

土
田
　
良
夫
議
員
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
21
）

◆
市
内
に
活
断
層
が
存
在
す
る
状

況
に
つ
い
て

◆
住
宅
等
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に

つ
い
て

看
護
師
の
17
時
間
（
16
時
30
分
〜
９

時
30
分
）
も
の
長
時
間
勤
務
は
改
善
す
べ

き
だ
。
深
夜
に
２
時
間
の
仮
眠
が
与
え
ら

れ
て
い
る
が
、
ソ
フ
ァ
や
相
談
室
を
利
用

し
て
い
る
。
各
病
棟
ご
と
に
専
用
の
仮
眠

室
を
設
け
る
べ
き
だ
。
残
業
が
申
告
制
に

な
っ
て
い
る
た
め
、
特
に
経
験
の
浅
い
看

護
師
は
申
告
し
に
く
い
。
サ
ー
ビ
ス
残
業

一
掃
の
た
め
に
タ
イ
ム
カ
ー
ド
（
Ｉ
Ｄ
カ

ー
ド
）
で
勤
務
実
態
を
し
っ
か
り
管
理
す

べ
き
だ
。

長
時
間
勤
務
に
つ
い
て
は
検
討
し
て

改
善
し
た
い
。
仮
眠
は
病
室
に
近
い
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム
（
相
談
室
）
を
利
用

し
、
簡
易
ベ
ッ
ド
や
ソ
フ
ァ
で
仮
眠
を
取

っ
て
い
る
状
況
で
、
診
療
支
援
棟
の
建
設

と
併
せ
て
、
本
館
内
の
設
備
等
の
再
整
備

検
討
を
す
る
。
時
間
外
勤
務
に
つ
い
て
は

申
請
漏
れ
の
無
い
よ
う
常
日
頃
か
ら
指
導

し
て
お
り
、
申
請
し
に
く
い
状
況
で
は
な

い
。
タ
イ
ム
カ
ー
ド
は
必
要
と
認
識
し
て

い
な
い
。

３
名
の
長
期
入
院
者
は
、
入
院
の
必

要
の
な
い
社
会
的
入
院
と
い
う
が
、
何
年

何
カ
月
に
な
る
の
か
。
そ
の
内
の
入
院
者

が
数
百
万
の
入
院
費
・
医
療
費
の
滞
納
が

あ
る
よ
う
だ
が
金
額
は
い
く
ら
か
。
主
治

医
は
退
院
指
示
を
出
し
た
か
、
福
祉
課
と

よ
く
相
談
し
、
法
的
処
置
も
と
る
べ
き
だ
。

３
名
の
入
院
期
間
は
、
25
年
３
カ
月
、

23
年
10
か
月
、
17
年
１
カ
月
と
な
っ
て
い

る
。
医
療
費
の
滞
納
は
あ
る
が
金
額
は
言

え
な
い
。
長
期
入
院
者
以
外
に
は
医
療
費

を
滞
納
し
た
ま
ま
の
入
院
は
な
い
。
３
名

は
病
院
だ
け
の
対
応
で
は
解
決
で
き
な
い

最
困
難
ケ
ー
ス
で
あ
り
、
弁
護
士
、
市
の

健
康
福
祉
部
の
助
力
も
得
て
解
決
へ
の
方

策
を
検
討
す
る
。

旧
虎
姫
町
の
市
営
、
改
良
住
宅
の
不

正
入
居
の
疑
い
は
352
戸
中
174
戸
と
約
50
％

だ
っ
た
が
、
現
時
点
で
の
取
組
に
つ
い
て

元
町
助
役
の
あ
く
ど
い
転
貸
（
又
貸
し
）

は
明
渡
し
の
訴
え
を
し
た
か
。

不
正
入
居
住
宅
の
適
正
化
さ
れ
た
比

率
は
、
市
営
93．

５
％
、
改
良
79．

３
％
、

全
体
で
86．

３
％
と
な
っ
て
い
る
。
元
町

助
役
に
つ
い
て
は
住
宅
を
明
け
渡
し
た

が
、
倉
庫
の
収
去
は
応
じ
て
い
な
い
。

問問 答

答答

竹
内
　
達
夫
議
員
（
日
本
共
産
党
）

◆
市
立
長
浜
病
院
看
護
師
の
労
働

条
件
改
善
を
！

◆
25
年
も
の
長
期
入
院
、
早
期
に

解
決
を
！

◆
不
正
入
居
（
旧
虎
姫
町
）
住
宅

の
解
決
は
ど
う
か

問

問

問
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現
在
、
日
本
中
の
様
々
な
土
地
が
外

国
資
本
（
主
に
中
国
）
に
買
収
さ
れ
て
い

る
。
長
浜
に
お
け
る
現
状
の
把
握
と
今
後

の
対
策
に
つ
い
て
問
う
。

現
在
、
本
市
の
土
地
及
び
山
林
の
所

有
に
つ
い
て
、
把
握
す
る
限
り
で
は
外
国

資
本
に
よ
る
買
収
は
確
認
さ
れ
て
な
い
。

当
面
は
国
の
法
制
化
の
動
向
を
注
視
し
な

が
ら
実
態
の
把
握
な
ど
県
等
関
係
機
関
と

連
携
を
密
に
情
報
収
集
に
努
め
た
い
。

長
浜
は
、
豊
臣
秀
吉
の
出
世
城
で
あ

る
長
浜
城
の
城
下
町
と
し
て
今
日
発
展
し

て
き
た
が
、
高
月
町
か
ら
雨
森
芳
洲
と
い

う
偉
人
も
輩
出
し
て
い
る
。
し
か
し
今
、

対
馬
の
仏
像
窃
盗
事
案
に
よ
っ
て
、
そ
の

輝
か
し
い
功
績
が
埋
没
し
か
け
て
い
る
よ

う
で
残
念
で
な
ら
な
い
。
現
在
、
全
国
で

反
韓
ム
ー
ド
が
広
が
る
中
で
芳
洲
公
の

「
不
欺
・
不
争
・
真
実
」
を
も
っ
て
交
わ

る
誠
信
外
交
の
精
神
を
汲
み
、
良
好
な
関

係
を
築
く
礎
と
な
し
、
全
国
の
み
な
ら
ず

大
韓
民
国
を
始
め
と
す
る
海
外
に
も
発
信

し
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
執
る
べ
き
立
場

に
長
浜
市
は
現
在
立
っ
て
い
る
と
思
う

が
、
見
解
を
問
う
。

本
市
で
も
市
民
の
皆
さ
ん
が
中
心
と

な
っ
て
、
お
互
い
の
文
化
や
歴
史
、
風
土

な
ど
を
理
解
し
あ
い
な
が
ら
外
国
と
の
姉

妹
都
市
等
と
交
流
い
た
だ
い
て
お
り
、
特

に
韓
国
と
の
関
係
に
お
い
て
は
雨
森
ま
ち

づ
く
り
委
員
会
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
平
成

元
年
か
ら
草
の
根
的
な
市
民
交
流
が
続
け

ら
れ
て
い
る
。
先
般
、
就
任
さ
れ
た
駐
日

韓
国
大
使
は
、
就
任
時
に
、
理
想
と
す
る

の
は
江
戸
時
代
の
雨
森
芳
洲
が
説
い
た
外

交
の
基
本
「
誠
信
の
交
わ
り
」
で
あ
り
、

「
韓
日
も
互
い
に
信
頼
で
き
れ
ば
明
る
い

未
来
に
進
め
る
」
と
話
を
さ
れ
て
い
る
。

国
際
化
や
多
文
化
共
生
社
会
の
構
築
を
目

指
す
本
市
に
お
い
て
も
、
芳
洲
公
の
「
互

い
に
欺
か
ず
、
争
わ
ず
、
真
実
を
も
っ
て

交
わ
る
」
と
い
う
誠
信
外
交
の
精
神
を
受

け
継
ぎ
、
お
互
い
の
文
化
や
歴
史
、
風
土

な
ど
を
理
解
し
あ
い
、
国
籍
や
国
境
を
越

え
た
真
の
国
際
交
流
、
心
と
心
の
交
流
を

図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
こ

の
精
神
が
全
国
的
に
、
ま
た
韓
国
に
も
繋

が
る
事
を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

東
野
　
　
司
議
員
（
所
属
無
し
）

市議会では、「市民から信頼され、身近でわかりやすい議会」をめざす議会改革の一環として議会基本条
例を検討してきました。議決機関としての役割や議員の職責・職務を示すとともに、その役割を果たすた
めの行動などを定めています。
この議会基本条例の案にかかるパブリックコメントを実施していますので、下記の要領によりご意見を

お寄せください。
◎議会基本条例案　インターネットに繋がる環境にある方は次のＵＲＬにアクセスください。

そうでない方は、市役所本庁もしくは各支所に置いてあります。
http://www.city.nagahama.shiga.jp/index.cfm/6,0,31,html

・実施期間　　　７月26日（金）まで
住所、氏名を明記の上、次のいずれかの方法でご提出ください。（様式は特にありません）

・電子メールの場合　gikai@city.nagahama.lg.jpまで送信してください。
・持参・郵送の場合　〒526-0851 長浜市高田町12番34号　議会事務局まで　（別館3階）
・ファックスの場合　0749-62-5800に送信してください。

市議会では、次のとおり「議会基本条例市民フォーラム」を開催しますので、ご参加のほどよろしくお
願いいたします。
と　き　　７月27日（土） １８：３０～２０：３０
ところ　　虎姫文化ホール
内　容　　第１部　講演会「分権時代における議会の果たす役割」 講師：同志社大学大学院教授今川晃氏

第２部　長浜市議会基本条例案の解説

議会基本条例にかかるパブリックコメントのお知らせ 

「議会基本条例市民フォーラム」開催のお知らせ 

議会基本条例にかかるパブリックコメントのお知らせ 

「議会基本条例市民フォーラム」開催のお知らせ 

議会基本条例にかかるパブリックコメントのお知らせ 

議会基本条例にかかるパブリックコメントのお知らせ 

「議会基本条例市民フォーラム」開催のお知らせ 

議会基本条例にかかるパブリックコメントのお知らせ 

「議会基本条例市民フォーラム」開催のお知らせ 「議会基本条例市民フォーラム」開催のお知らせ 

◆
多
文
化
共
生
と
長
浜
市
の
役
割

に
つ
い
て

答

答

問問
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市議会の活動に関する市民の皆さんの声やご意見を反映し、さらに議会を活性化させることを目的として、
市議会の活動に関するアンケート調査を２月に実施いたしました。今号では「自由記載の意見」と、アンケ
ート結果から見えてきた方向性等を掲載させていただきます。なお全編は30ページありますので、紙面の関
係上、意見が複数あったものの一部を掲載させていただきました。もちろん少数意見であっても今後の議会
改革の検討課題、貴重なご意見として協議してまいります。
※全編をご希望の方はホームページをご覧いただくか、本庁議会事務局・各支所窓口に置いていますので、
ご足労ですが、お越しいただければお渡しいたします。

「長浜市議会の活動に関する
アンケート調査」のまとめ（概要版）

市議会に「関心がない」「あまり関心がない」理由

・合併後に身近に感じられなくなったから。
・旧市が主で旧町の議題が少ない。置いていかれているような気がする。
・政治、行政、議会が難しくてわからない。
・広報やPRが不十分で議会や議論、何をしているのか活動が見えない、
伝わってこない。知る機会がない。
・関心・希望を持っても何をしても誰がやっても変わらないと思うから。
・自分の生活に関係（影響）ないから
・気にはなるが市議会だよりでは見た目からもとっつきにくいし、HP
も知らなかった。
・地域に議員がいない（少ない）。議員をよく知らない。
・市民の参加がない、自分の意見が反映されない。
・議員にモラルがなく信用できない。考えのレベルが低い。資質が低く
尊敬できる議員がいない。私利私欲で動く。えらそうな態度。
・身近な問題が議題に取り上げられることが少ないから。
・しっかり議論されていると思っているから信頼してまかせている。特
に不満はない。
・議員は当選が目標で市民のために働いていない。選挙後は成行き任せ。
・市議会及び市政に期待していない。

無回答 1％ 
関心がない 8％ 

関心がある 
22％ 

あまり 
関心がない 
27％ 

少し関心がある 
42％ 

市
議
会
へ
の

関
心 

今後の方針等について

市域が広くなり、選出される議員やその活
動、議題などが届きにくくなり身近に感じら
れないため、関心がなくなるのではと思われ
ます。「関心が無い・あまり無い」35％の割
合が低くなるよう、できるだけ解りやすい表
現で積極的に情報提供し、関心を持っていた
だくように努めたいと考えます。

「合併前と合併後の議会で、どう変わったと思いますか」自由記載

・地域が広くなったので身近に感じられない、疎遠になった。
・身近に感じられる。市民のためにという気配り目配りが昨年より良く
なっているように感じる。
・旧長浜市中心の議会をしている。
・旧市町の見解が違うことが多々あり、まとまりがない。
・以前は近くに議員がいて話を聞く機会があったが今はない。
・議員活動が見えてこない。発信力が弱い。広報不足。もっと様々な情
報を伝えてほしい。
・議会の充実度が無い。内容に幅がある。レベルが低い。
・行政、市議会が活発になり、オープンになったため市のことが少しわ
かるようになった。
・議員の発言内容が行政と対峙していたり、議員間の交流も活発になり、
議員の質が上がったように感じる。
・議員個々の活動情報紙が配布され、内容がわかるようになった。
・議員の勝手で会派を離れたりくっついたりして議員の仕事をしている
ように見えない。
・合併前にはいなかったが議員の中に議場で唸ったり、一部や地元への
利益誘導や発言が目立ち、全体に関する発言は少なく悪くなった。
・議員の人数が多すぎる。意見も多様になりまとまらない。
・以前と変わらない。逆に何か変ったのか聞きたい。

活発になった 3％ 

身近に感じる 
6％ 

その他の理由 
（自由記載） 

8％ 

分らない 
31％ 何をしているのか 

見えない 
38％ 

変らない 
14％ 

合
併
後
の

変
化 

今後の方針等について

情報不足による意見が多くあったため、

積極的な情報提供に努めていくことに加

え、信頼され、市民の負託に応えられる議

会となるよう努めたいと考えます。
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市議会活動を全体的に「あまり評価しない」「評価しない」理由

・市域が広すぎて地域需要が違いすぎることに目が届いていない。
・地域の現状、地域格差の解消を目指した議論が見えてこない。
・議会だよりは堅苦しい文面。市民意見が反映された政策だと思えない。
・議会や議員の活動や成果、議論の経過が見えない。議会の動きをもっ
と知らせるべき。情報提供・アピール不足。
・話し合い、意見を述べる機会がない。議会報告会、市政報告会が無い。
・地域（旧市町）にこだわりすぎている。長浜市全体で考えないと駄目。
・市民のことより派閥や会派に執着しすぎているように見える。会派の
離合集散を見ると一層強く感じる。
・議員のレベル・資質が悪い。
・論議すべきことが論議されていない。的を射ていない。
・議員報酬分の仕事はしていない。
・票や私利私欲、自己利益で活動しているように見える。
・議員の熱意が見られない。
・活動が偏りすぎている気がする。
・全く発言していない議員がいる。
・議員による市への業者の斡旋が露骨でひどすぎる。市職員を恫喝ばか
りしていたら駄目。
・二元代表制の機能を果たしていない。

無回答 1％ 大いに評価する 2％ 

全く評価しない 
5％ 

ある程度 
評価する 
35％ 

分らない 
37％ 

あまり 
評価しない 
20％ 

議
会
活
動
の

評
価 

今後の方針等について

会派・議員により政策方針等に違いがあ

りますが、議会として市民全体の福利向上

に努め、評価いただける割合を高められる

よう活動に取り組んでいきたいと考えます。

市民の皆さんの意見が市議会に「反映されていない」「あまり反映されていない」と思う理由

・合併後、良くなった、地域が活性化したと感じない。市が大きくなり
過ぎて声が届きにくくなった。
・議員・議会が市民に意見を聞く接点・仕組みがないので反映されよう
がない。機会を持ってほしい。
・地域（旧市町）差がある。地元のみ意見・要望を聞き、発言している。
声の大きい者だけの意見だけが反映される。
・活動が見えないし伝わってこない。広報・情報不足。
・議員自身の損得や個人意見で、市民生活を反映した多数の市民意見で
はないから。
・会派に縛られている。会派を超えた討論を通じて市民の立場でよりよ
い議論をしてほしい。
・議員数が多く、意見が十人十色でまとまらない。
・議員のレベルの低さが問題。
・新聞やインターネット等の情報伝達方法を考える必要がある。アンチ
インターネット世代のことも考えるべき。
・行政に対する批判のみ。前向きでない議論ばかりだから。
・財政上のことが要因。

十分反映されている 1％ 

おおむね 
反映されている 

21％ 

無回答 1％ 

分らない 
47％ 

あまり反映 
されていない 
24％ 

全く反映 
されていない6％ 

意
見
の

反
映 

年４回発行の市議会だより（議会広報紙）を読んでいない理由（自由記載）

・関心・興味がない
・内容がわからない。読みにくい。つまらない。無駄。
・関心のある所は読んでいる
・字が小さい・多い。
・発行していることを知らなかった。
・市議会だよりが届いているかわからない。
・当たり障りのないことではなく、論点、会派の考え方の違いを。
・議決までにどういう議論があったのか記載されていない

今後の方針等について

議会だよりは一般質問や審議経過を掲載しますので、どうしても文
字数が多くなり、堅苦しい印象になりがちですが、読みやすく、解り
やすい表現と興味を持っていただける紙面づくりを引き続き検討して
まいりたいと考えます。

読んでいる 
35％ 

理由記述 7％ 

読んでいない 
15％ 

関心がある記事は読む 
43％ 

市
議
会
だ
よ
り
は

読
む
？ 

今後の方針等について

議会として市民の皆さんに意見を聞く機

会を検討してまいりたいと考えます。
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市民の皆さんの意見を聴き、市政に反映させるにはどのような取組が必要だと思いますか。

市議会に対して思っていることや考え、ご意見やご提案、要望がありましたら、お書きください。（自由記載）

・テレビ放送による情報発信
・インターネットにて情報公開、メルマガ発行
・自分の区域外でも意見交換会や報告会を。
・インターネットが使えない高齢者の対策。
・議会だよりに葉書を同封。今回のようなアンケート。
・市民アンケートポストを設置。
・会議ばかりでなく、毎月、一度くらいは市内全域の現状を見て周り、
政策を進めているか点検する。

今後の方針等について

議会として市民の皆さんと意見交換の機会を持つことを検討したい

と考えます。また情報提供のあり方を検討してまいりたいと考えます。

今後の方針等について

ご意見の多かった「活動の積極的な情報提供」についての手法、
「意見を述べられる機会」について検討してまいりたいと考えます。
その他多くのご意見も真摯に受け止め、議会改革に取り組んでまいり
たいと考えます。

その他（自由記載）5％ 

インターネット、FAX等の簡便な方法で 
議会に意見や要望が言えるシステムの充実 

22％ 

本会議や委員会などの場で、 
議会の要請により市民が参考人として 
意見が言える機会の提供　11％ 

議会情報の 
積極的な提供、公開 

30％ 

議会の委員会などが 
各地域に出向き 

市民と意見交換する機会の設置 
32％ 

意
見
反
映
の
た
め
の

取
組 

市議会は、市民の皆さんの様々な意見を市政に反映するため、議会改革を進めていきたいと
考えていますが、あなたが特に力を入れてほしいと思うことは何ですか。（自由記載）

・意見の吸上げ・意見交換の機会が欲しい
・情報提供、意見や取り組みの報告
・議員の品格、人間性の向上。
・議員定数の削減、、歳出削減、給与削減。
・市民のことを考えた政策立案、条例提案。
・議員は地域やグループの代表者でなく、市民全体の立場に立って活動
してもらいたい。
・若い世代から市議会への興味を育てる。
・分かりやすく読みたい市議会だよりにしてもらいたい。

その他（自由記載） 5％ 行政に対する監視の 
チェックの強化 

20％ 

議員による政策の 
立案や条例の提案 

11％ 

議会や議員の 
活動情報の 
積極的な 
提供、公開 
34％ 

市民が議会や議員に 
意見を述べられる 
機会の提供 
30％ 

議
会
改
革
の

注
力 
【報酬・定数に関して】
・定数削減、報酬の引き下げ。
・議員定数の削減は地元要望が汲み取れなくなる。
・報酬に値する働きをして欲しい。名ばかり議員と積極的
に活動している議員が同じ報酬はおかしい。

【選挙・選出に関すること】
・選挙区を２～３の小選挙区制とし、旧各町から１名は代
表が出るようにして欲しい。地域に偏らないように。
・若者の議員が増えるように考えて欲しい。
【議員の資質に関して】
・議員は市民の代表であることを忘れず、私利私欲に走ら
ないで市民の声が反映されるように活動して欲しい。
・議員のレベルが低い。議員の質的向上。
・選挙の時だけ頑張るがその他はあまり行動がない。
・もっと質の高い議論をしてほしい。
・議員が取っ付きにくい。もっと身近な存在でいて欲しい。
・特権階級的な意識が強すぎる。いばりすぎている。
・毎年度末に、各議員の「成績表」を作成して公表。

【議会だよりに関して】
・議会だよりの充実。もっと分かりやすく。議員の質問と
答弁だけでなく、重要な政策等は審議経過、問題点、メ
リット、デメリットなど詳細に掲載して欲しい。

【議会報告、意見交換に関して】
・市民が自由に意見の述べられる機会の提供。議会報告会
の開催。
・ご意見ボックスを設置して欲しい。
【情報公開に関して】
・市議会がどういうもので、何をしているか分からない。
・インターネット等を活用し、意見や提案状況などわかり
やすく公開して欲しい。
・決議事項や進捗状況をインターネットで配信していると
のことだが、インターネットを使えない。
・もっとオープンにして理解しやすいように。
・びわこ放送やZTVなどで流して欲しい。
・様々な団体等に傍聴の案内を。小中学生にも議会傍聴の
機会を。若い人が傍聴できる環境づくり。
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【アンケートに関して】
・アンケートはいろいろな意見が述べられるので良い。
【議会運営に関して】
・信頼できる議会運営を。
・旧町にも議場があるので、会場を回って本会議を開催し
て欲しい。
・各派が対立しているように見える。各派を超えた真の市
民の為の市議会運営がなされるよう強く望む。
・議会改革の推進を。
・皆が関心を持てる議会に。
・議会を日曜日に開催して欲しい。
【議員活動に関して】
・市民を裏切らないようより良いまちづくりに努めてほし
い。身近な問題に関心を持ってほしい。
・旧長浜、市の中心地の意見ばかりで、その他の地域の意
見が取り入れていない。
・市民とのつながりが浅く、遠い存在。イメージがかたい。
・議員は地域の代表ではない。議員がいない地域にも気配

りして欲しい。地元への利益誘導を控え、市全体の発展
を図ってい欲しい。
・子育て支援、福祉、高齢者施策に力を入れて欲しい。
・合併後地域が広大になり地元の意見、要望の声が届かな
いように思う。議員の活動（働き具合）が見えてこない。
・信頼・期待・要望・興味がない。
・脱原発の推進を。
・議員は各地域の状況を十分に把握して欲しい。
・この町に住んでよかったと思えるようにして欲しい。
・昔の考え方より新しい考えを。若者の意見も取り入れて
欲しい。
・議員も地域の事業やイベント等に参加し協力すべき。市
民とコミュニケーションをとるべき。
・農業問題、獣害対策をもっと協議してほしい。
・ある議員は熱心に親身に相談にのってくれ身近に感じ
た。他の議員もそうであって欲しい。
・行政の監視やチェックを強化。

今後の方針等について

多種多様に亘るご意見ですが、真摯に受け止め、今後も議会運営の継続的な見直しに努め、市民の皆さんに信頼され
る議会となるようにしてまいりたいと考えます。

アンケート結果から見える課題と方向性について
◆議会に関する情報提供、発信方法を工夫してまいります。

市議会だよりを「読んでいる35％」「関心のある記事は読む43％」を合わせると、概ね読んでいただいていることが判り
ます。しかし内容に関しては読みやすさ、興味の引きやすさ、理解のしやすさ等が求められています。市民の皆さんに議会
活動等を伝える大切な情報媒体として、今後も内容の充実を検討していく必要があります。
また、「議会が何をやっているのか判らない」「政治・行政・議会が難しくて解らない」という意見もあり、そのため関心

度が低いと思われることもあります。さらに、本市議会では全国でもいち早くインターネットでの議会中継や会議録の検索
等に取り組んでいますが、そのことも広報不足なのか、知っていただいていないことなどが判ってきました。全般的に情報
提供や発信方法について検討を深めていく必要があると考えます。

◆議会として、地域・市民の声を聴き、また意見交換をする機会を検討してまいります。
議会は言うまでも無く「市民のための議会」です。政策提案や議案審議にあたっては、広く市民の声を吸い上げ、市民の

福利向上のために提言していく必要があります。「意見を言う場が無い」「地域での意見交換会を望む」などの意見がたいへ
ん多くあり、どのように機会を作っていくかを検討する必要があります。

◆議員・議会の信頼度の向上を図ってまいります。
議員や議会に対する不信感に関する意見も多くいただきました。情報不足等も影響していますが、やはり行動で示しなが

ら市民の負託に応えられ、信頼される議会であるべきと考えます。

◆一体的意識の向上を図ってまいります。
各設問や自由意見欄において、特に多かったのが「合併後のまちづくりに関して」です。合併前の旧町事業と何も変わっ

てないところも「悪くなった」という印象があります。また「市議会議員＝地域の代表」との感が払拭されてなく、情報不
足も関係していますが、合併後「一つの市」として、議会・行政当局双方が施策や事業等の丁寧な情報提供に心掛けていく
必要があると考えます。

このアンケート結果や市民団体との意見交換等も踏まえ、「長浜市議会基本条例」に、議会の基本理念や

運営原則、議員の活動原則を定め、市民と議会、議会と市長等との関係を定めています。

とりわけ「議会と市民との関係」では、公開性・透明性・公正性を確保し、市民に信頼される開かれた議

会を目指すために不断の議会改革に努めることや、市民が関心を持ち、理解しやすい議会運営に努めること、

積極的かつ定期的に広報し、多くの市民の皆さんが議会と市政に関心を持つように努めること、市政全般に

わたって市民と意見交換する機会を持つように努めることなどを定めました。
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７月18日(木) 定例常任委員会 ９月 ５日(木) 第３回定例会開会日
10時～　産業建設常任委員会 ９月17日(火) 会派代表質問
13時～　健康福祉常任委員会　 ９月18日(水) 個人一般質問
15時～　総務教育常任委員会　 ９月19日(木) 個人一般質問
８月 ８日(木) 臨時議会 ９月20日(金) 産業建設常任委員会
８月22日(木) 定例常任委員会　 ９月24日(火) 健康福祉常任委員会
10時～　産業建設常任委員会　 ９月25日(水) 総務教育常任委員会
13時～　健康福祉常任委員会　 ９月27日(金) 閉会日
15時～　総務教育常任委員会

今後の会議予定（７月15日以降）

※（日程は変更される場合があります）この他にも随時、議会運営委員会等が開催されます。
詳しくはホームページまたは議会事務局でご確認ください。

長浜市ホームページ → 長浜市議会 → 議会行事予定

本会議や委員会は、どな
たでも傍聴することができ
ます。市民の皆さんから選
ばれた議員の活動や市政の
動きを知るためにも、ぜひ
傍聴にお越しください。

議会の会議を

傍聴
しませんか

平成25年長浜市議会第2回定例会議決結果表 平成25年長浜市議会第2回定例会議決結果表 




